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概要 超高齢化社会を迎えている日本において，健康寿命を延ばす事は個人の生活を豊かなものにする点

のみならず，社会システム上も重要な課題となっている．本研究では，高齢者を対象とした健康支援の一環

として，北海道科学大学において開催されている高齢者向け公開講座において収集される運動機能情報，身

体計測情報，各種アンケート等を収集・蓄積・分析するデータ管理システムについて報告する． 

 

1. はじめに 

北海道科学大学寒地未来生活環境研究所（IF 研）

では，大学周辺地域在住の６５歳以上の方を対象と

して公開講座「元気サポート」を定期的（年２回）

に実施し，健康に関する啓蒙活動を行うとともに，

関連するデータ収集を行っている．集められるデー

タは，身体測定，運動機能測定および日常生活や健

康に関するアンケート等である． 図１に公開講座

の様子，表１～３に収集されるデータについて示す． 

 
図１  公開講座の様子 

 

 

これまでの公開講座においては，各種データは，

参加者に配布されるバインダに綴じられた記録用

紙やアンケート用紙に記入し，その後，電子データ

化する方法がとられている．しかし，データ収集の

効率や有効活用の観点などから考えると，データ入

力から蓄積，分析までのシステム化を検討すること

は重要と考えられる．次章以降では，試作した健康

支援データ管理システムについて述べる(1)(2)． 

2. 健康支援データ管理システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 システムの機能 

 本システム試作の主たる目的は，図２に示すよう

にデータ収集，蓄積に関して IT 化により効率化す

ること，さらに蓄積された結果の基本的分析を行い，

可視化して参加者や研究者に提供することである．

そのためのシステムの概要を以下に示す． 

[実現する機能] 

・測定結果，アンケート結果の入力，蓄積 

・蓄積データの参照（参加者向け，研究者向け） 

・参加者，データ入力者などユーザの管理 

図２ データ管理システム 
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[ユーザインターフェイス]  

・測定結果，アンケート結果の入力はタブレット端

末で行い，データベースサーバに結果を蓄積する 

・タブレットは Android 端末とし，入力は専用アプ

リケーションで行う 

・ユーザ管理は PC ブラウザより行い，ユーザの追

加・削除・修正を可能とする 

[分析結果の可視化] 

・蓄積データの参照機能は，ウェブアプリおよびタ

ブレットアプリとして提供する 

2.2 システムおよびソフトウェア構成 

 図３にシステム構成を示す．先ほど述べたように， 

データの入力はタブレットで行う．タブレットは

Wi-Fi で学内 LAN と接続し，サーバとの通信を行う． 

 

         図３  システム構成 

 

サーバのソフトウェア構成は図４の通りである． 

試作システムにおいては図中にも示すように，サー

バ上にデータ蓄積，データ参照，データメンテナン

ス，データ分析のためのアプリケーションを実装す

る．アプリケーションは基本的に Java による開発

としているが，データ分析機能の一部はデータ分析

用のライブラリ群が豊富な Python によって行って

いる． 

 

   図４  サーバのソフトウェア構成 

 

 

2.3  タブレットアプリ 

本研究では，既に述べたようにデータ入力，集計， 

分析，可視化までのシステム化を検討している．デ

ータ入力に関しては，各種の測定結果やアンケート

回答をタブレットから入力し，サーバ上のデータベ

ースに蓄積する．現在のシステムでは，ユーザイン

ターフェイスの自由度などの観点から専用アプリ

を利用している． 

図５に測定補助員が測定結果を登録する「測定結

果入力アプリ」の画面遷移と機能を示す．また図６

に参加者が測定結果を参照する「結果参照アプリ」

の機能を示す．結果参照アプリでは，前回の測定結

果との比較，同年代との比較を行うことができる． 

2.4  ウェブアプリケーション機能（ユーザ管理， 

データ管理） 

管理者がユーザ登録・削除を行う「ユーザメンテ

ナンス」機能はウェブアプリケーションとして実現

している．測定補助員，参加者の登録は，所定の書

式のCSVデータを読み込むことにより行えるように

し，多数の参加者の管理の効率化をはかっている． 

 また，管理者が蓄積データの出力を行う「全デー

タ出力」の機能もウェブアプリケーションとして実

装している．必要に応じて蓄積されたデータをダウ

ンロードすることができる． 

2.5 ウェブアプリケーション機能（データ可視化） 

 蓄積された各種データの可視化を行う機能をウ

ェブアプリケーションとして実装した．図７はメニ

ュー画面である．閲覧したい項目を選択すると，蓄

積されたデータについて基本的な分析結果を参照

することができる．例えば，身体測定や運動機能測

定データに対して，図８，９に示すようにヒストグ

ラムや相関分析を行った結果を表示する．また，ア

ンケート系データに関しては，図１０，１１に示す

ように，それぞれのアンケート結果を理解しやすい

形のグラフとして表示することとした． 

 さらに，参加者へのフィードバックデータとして

個人別シートを生成し，閲覧できるようにした．こ

れまでの変化がわかるように測定データを整理し

ている．データの一例を図１２に示す． 

データ分析と可視化については，今後，より複雑

な分析機能についても実装することを考慮して

Python で処理を行っており，その結果をウェブアプ

リケーション側から呼び出して表示を行っている． 
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   図６(a)  「結果参照アプリ」の機能 

                  （過去の記録との比較） 

 
図６(b)  「結果参照アプリ」の機能 

                  （同年代との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

  図７ データ可視化機能のメニュー画面 

 
  図８ データ可視化の例（ヒストグラム） 

図５ 「測定結果入力アプリ」の画面遷移と機能 

39



 

-4- 

 
 図９ データ可視化の例（散布図と相関分析） 

 

 

 

  図１０ データ可視化の例（アンケート結果１） 

 

  図１１ データ可視化の例（アンケート結果２） 

 
   図１２  個人データシートの例 

 

3.  システム運用 

3.1 システム運用の計画 

 図１３にシステム運用の流れを示している．管理

者は前日までに，補助員，参加者をシステムに登録

する．公開講座当日は，測定結果，アンケート回答

をタブレットアプリから入力する．入力されたデー

タはデータベースに登録される．また，必要なデー

タ参照を行い，参加者に提示する．実施日以降には，

分析結果参照，全データ抽出などを行い，必要な作

業を進める． 

 

    図１３  システム運用の流れ 

 

3.2  システム運用の実際 

 平成 29 年度 8 月に行われた第 5 回公開講座にお

いて，試作システムを利用したデータ収集を試験的

に行った（図１４）． 

身体測定，運動機能測定ブースにおいては，測定

の結果を補助者がタブレットアプリから記録する

作業を行った．また，各種のアンケート調査に関し

ては，タブレットの操作に慣れていない高齢者が混

乱する可能性が考えられるため，各測定等の待ち時

間に，評価に協力していただける参加者にタブレッ
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トアプリについて操作説明を行い，その操作性など

についてアンケートを取ることとした． 

結果として，補助者による測定データの登録作業

は問題なく進めることができた．補助者として参加

した学生8名から操作性に関する意見を得たが，「必

要な操作画面に容易にたどり着けたか？」という質

問に対して，「とてもあてはまる」と評価した者が 8

名であった．また，「自分が担当した項目の操作画面

は使いやすかったか？」という質問に対しては，「と

てもあてはまる」が 6 名，「あてはまる」が 2 名で

あった． 同時に，操作に関する改善点や，あると便

利な機能に関する意見を得ることができた． 

 

  図１４ 試作システムの利用の様子 

 

さらに各種のアンケート調査をタブレットで実行

した場合の予備的調査として，評価に協力していた

だける参加者にタブレットアプリについて操作説

明を行い，その操作性などについてアンケートを行

った．結果を図１５に示す．協力者は３１名であっ

た．アプリの操作に関しては，7 割が簡単だった，

どちらかといえば簡単だったと回答した．タブレッ

トと紙のどちらが回答しやすいかという質問に対

する回答は，五分五分であった．個別の意見を確認

すると，スマートフォンなどを日常的に利用してい

るかどうかで，評価が大きく分かれることが推察で

きた．タブレットの操作に慣れていない方にも使い

やすいユーザインターフェイスを準備することが

課題として考えられる． 

 

4．まとめ 

公開講座にあわせて行っている日常生活や健康

に関するアンケート，身体測定，運動測定等のデー

タ収集について，参加者の増加，データ数の増加に

伴い，効率化が望まれること，蓄積されたデータの 

有効活用が望まれることから入力から集計・分析 

 

 

図１５ タブレットからのアンケート入力に 

     関する調査結果 

 

までをシステム化する試みを行った．タブレットと

データ管理用サーバによる試作システムを実際の

公開講座の一部ブースにおいて使用し，問題なくデ

ータ収集を行えることを確認した．また，その操作

性についてアンケートを行い，今後の開発に有用な

情報を得た． 

関係者からの要望の反映，分析機能向上，システ

ムの利用範囲の拡大などが今後の課題である． 
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